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１  研究の全体構想の中での本稿の位置づけ 
 私 は1998~2000 年にかけて行った科学研究費プロジェクトDevelopment and Culture in 
Asia - Comparative Study on Grassroots Solidarity among Peoples in Asian Countries (研究代表者




I、II、III-１＆２」 『一橋大学年報経済学研究』44、45、46、47 (2002~5 年)という 4 本の論
文を書いた。 
また、第 19 回南アジア学会全国大会（2006 年）のパネル討論会「18 世紀インド」にお
ける発表（ “Situating Eighteenth Century Bengal: The Co-existence of ‘Indigenous Space’and 
‘Colonial Space’ ” (JJASAS, No.18, 2006, pp. 217-223)において、 18 世紀後半から 20 世紀前半
にかけてのベンガル州の歴史を商業的農業の発達、在地社会的領域、植民地的領域、両者
の融合、植民地的近代化などのキーワードを用いて整理した。 




業―ブキャナン報告に基づいて」 『一橋論叢』98-6、1987 年、925-950 頁） 、18 世紀後半ベン
ガル地方の市場構造に関する数本の論文（"Situating Market Relations in the Late 18th Century 
Bengal," in Proceedings of Indian History Congress, 56th Session, 1996, pp.573-593） 、その日本語
版 （ 「18 世紀後半ベンガル農業社会の貨幣化と農村市場に関する一試論」 『一橋論叢』 116-6、 










                                                  
1 本研究は文部科学省科学研究費（プロジェクト名「アジア地域の「グローバル化」―市場、制度、アクターの長期的
考察―」 ；課題番号 18201045）の補助を受けて行われ、同プロジェクトの 2007 年度第 2 回研究会（２００７年 5 月 25
日）において行った報告に大幅に改訂を加えたものである。 
2  当時の表記はカルカッタCalcuttaであるが、後に公式にコルカタKolkataと改められた。 
3 “Chapter 5 The basic Conditions of the agricultural Prodution”, in Shinkichi Taniguchi, Structure of Agrarian 






る『年次教育報告書』 （1835 年～）や農業統計 Agricultural Statistics of Bengal（1891 年~） 、





























に関する構図を提示することが可能になるのではないかと考えている。   
                                                  
4 R.C.Duttの議論については、R.C.Dutt,The Economic Histroy of India, vol.1, 2



















２  本研究で使用する資料とその性質 
  本稿で利用するデータは 1876 年から 1921 年まで 46 年間にわたって毎年刊行された「ベ












                                                  
5  但し、この報告書のタイトルおよび内容は一様ではない。初期には、河川流通が重要であったが、やがて鉄道流通が
それを圧倒したことが、タイトルの変化に反映している。すなわち、1876 年から 1900 年までの『河川による域内貿易」
（Report on the Internal Trade of Bengal ）という名称の旧来のシリーズ（IORLの請求番号V/24/4190-4200）に加え
て、1891 年からこの変化に対応すべく「鉄道による貿易の報告（The Report on the Rail-borne Traffic） 」という言

















３  物流統計収集の組織と記録方法 
 な ぜ 1876 年に、この統計資料の組織的収集が開始され、刊行されたのであろうか？海外





1872 年にジョージ  キャンベル George Campbell 準知事（在位 1871 年～1874 年）によっ
て河川の物流を記録する試みが、ガンジス上流域とベンガル州との間の物流の要所である
サヘーブガンジ Sahibganj で開始された。このサヘーブガンジはビハール Bihar 州のラージ
マハル Rajmahal 北西 30 ﾏｲﾙ弱にあり、ベンガル州、ビハール州、北西諸州 North Western 
Provinces の３州間の輸送物資が必ず通過する地点であり、物流調査にとって優れた立地条
件を備えていた。この記録所の成功を受けて、1875 年ベンガル管区 Bengal Presidency の準











                                                  
7  各年次の報告書に与えられた諸統計表から主要産物については県別仕分けがある程度可能であるが、その仕分け作業
には多くの困難が伴うと思われる。 
8  実際にはムガル州政府の河川通行許可証（dastak）システムを引き継ぐ形で、既に 18 世紀後半から主要河川の物流
統計が取られていた。谷口「18 世紀後半ベンガル農業社会の貨幣化と農村市場に関する一試論」 （1996 年）を参照され
たい。 
 4た。この結果選ばれた記録所の配置は、表１にまとめてある。 







チルマリChilmari、ボイロブ  バザルBhoyrub Bazarで回収された。この様にして、主要河川
の物流を記録する組織が整備され、1875 年 9 月 1 日から記録が開始された（地図参照）
9。  
  物流を実現する輸送方法は、河川輸送（現地船 country boat と蒸気船 steamer） 、鉄道（路







Indian General Steam Navigation Company） と河川蒸気船運行会社 （The River Steam Navigation 
Company）の両社の運行記録が利用された。 
主要幹線道路の輸送も記録された。ベンガル湾からフーグリ川に入る最先端の港湾ダイ
アモンド  ハーバーDiamond Harbour からコルカタ、又、コウラプクル  カルガッタ










(i)北西諸州 North Western Provinces 
(ii)中央州 Central Provinces 
                                                  
9  この地図は、1931 年作成のものであり、鉄道敷設状況は 1876 年と比べて格段に充実しており、その点を注意して頂
きたい。 
 5(iii)南西部辺境とマドラス管区 South-Western Frontiers and the Presidency of 
Madras  
(iv)北方辺境 Northern Frontier （ネパール Nepal、 シッキム Sikkhim、 ブータン Bhutan
を含む）  
(v)アッサム州 Assam Province 
(vi)山岳部ティッペラ Hill Tipperah 





















  組織的な物流統計記録が開始された最初の年である 1876 年におけるベンガル地方の物流
の基本構造を見てみたい。   
表 3  は、ベンガルの物流全体を示すマクロ的数値を与えており、これらから幾つかの重
要な概括的事実を指摘できる。なお、コルカタに入港する船舶が海外（外国）から輸入し
たり、海外（外国）に輸出したりする商品は新設の物流記録組織の対象範囲外である。 （ 『年
次報告書（1876 年） 』19 頁） 
新設の物流記録システムが捉えた1876年のベンガル州の物流総額は約5億ﾙﾋﾟｰ
10である。
                                                  
10  『年次報告書（1876 年） 』の説明は極めて不十分であるが、表 3 の数値は中継輸出などによる重複を除いてあると考
えてよいであろう。 
 6表４によりその内訳を見ると、 食穀 17.1% （米 11.3%
11、 小麦 3.0%、 豆類 2.0%、 その他 0.8%）
を含めるととなる。次いで、油性種子 11.0%（芥子菜mustard4.4%、亜麻仁油linseed5.4%、
その他 1.2%） 、塩 9.4%、jute8.1%、砂糖 6.2%（精白糖 3.8%、粗糖 2.4%）藍 6.2%、茶 5.9%、





万ﾏﾝ、ジュート 1339 万ﾏﾝ、塩 943 万ﾏﾝ、小麦 759 万ﾏﾝ、粗糖 296 万ﾏﾝ、タバコ 214 万ﾏﾝ、
精白糖 159 万ﾏﾝ、となっている。主要商品の総重量は 9407.6 万ﾏﾝであるから、食穀 50.4%
（精米 26.6%、小麦 8.1%、籾米 7.2%、豆類 6.1%、その他 2.4%） 、油性種子 15.6%、ジュー
ト 14.2%、塩 10.0%、小麦 8.1%、豆類 6.1%、砂糖 4.9%（粗糖 3.2%、精白糖 1.7%） 、タバコ








割以上が運搬されたのは、精米 73.1%、籾米 86.7%、豆類 74.6%、ジュート 68.5%、マスタ
ード 71.1%、粗糖 77.0%、精白糖 73.6%、タバコ 80.6%、塩 70.3%であるが、蒸気船で 6 割
以上を運んだのは茶71.3%のみである。 鉄道で5割以上が運ばれたのは小麦63.6%、 藍73.5%、




量 9407.6 万ﾏﾝの輸送手段の割合をみると、現地船 68.0%、蒸気船 1.6%、鉄道 25.3%、道路
5.2%であり、1876 年の時点のベンガルの物流において現地船による水運がなお全体の 7 割
弱を占め、圧倒的に重要な輸送方法であった。こうして、重量で見る限りは、未だに物流
においては在地社会的領域が根強く存続していた。 
 表 3 において最も注目すべき点は、すでに 1876 年には、米の総取引額の倍にも及ぶ英国
産綿布がベンガルに流入していたことである。それに、英国産綿糸、英国産塩を加えると、
金額表示において英国からの輸入品はベンガルにおける物流の実に 34.4%に達する。 
                                                  
11 なお、米全体に対する精米（rice、cleaned rice、rice not in the husk）と籾米(paddy、rice in the husk)の比率は重量表示で
78.6%と 21.4%、金額表示で 88.0%と 11.9%であり、精米が重量でも金額でも圧倒的に大きな部分を占める。コルカタへ
出荷する以前に精米作業が地方で行われていることが確認できる。1 ﾏﾝ当り価格は、精米 2 ﾙﾋﾟｰ、籾米 1 ﾙﾋﾟｰとされて
いる（ 『年次報告書（1876 年） 』 、付録A） 。 
12  ﾏﾝは、インドの重量単位であり、1 ﾏﾝは約 37kgであり、また、1 ﾏﾝは 40 ｼｪｰﾙからなる。 
13  『年次報告書（1876 年） 』パラ 215、157 頁。 
 7  ジュート、茶、藍、硝石など殆ど全て海外に輸出される産品（世界商品）は 21.2%を占め
る。なお、この統計に阿片は入っていないが、実際には金額表示において無視できない割











































１  米 
通常の農民は、米を葦（nal）を編んだ容器に入れて保管する。だが、 「ベンガルのあらゆ
る村に数名いる富農は籾米貸しを行い、また、籾米を蔵（gola）に蓄える」 15。平均収量は、
1 ｴｰｶｰ当り籾米 15 ﾏﾝ（精米 10~12 ﾏﾝ）である。通常は籾米は輸出前に農民が脱穀し精米に
する。1876 年の米価格は 1 ﾏﾝ当たり精米 2 ﾙﾋﾟｰ、籾米 1 ﾙﾋﾟｰと評価されている16。1 ﾙﾋﾟｰ
の籾米は、脱穀すると 1 ﾙﾋﾟｰ 6 ｱﾅ17の白米になる。これにより勤勉な男は、家族の手助けを
得ながら、1 日 6 ｱﾅを稼ぐ。 
物流記録制度で記録された市場化された精米の総量は 24,995,800 ﾏﾝ、籾米は 6,810,500
ﾏﾝであり、 その他に、 オリッサ  とチッタゴンから海上航路で輸入された精米 3,137,400 ﾏﾝ、
籾米 109,400 ﾏﾝが加わり、 ベンガル州の総市場供給量 （総剰余米量） は精米 28,133,200 ﾏﾝ、
籾米 6,919,900 ﾏﾝである。籾米を、1 ﾏﾝを 25 ｼｪｰﾙ（62.5%）の割合で精米に換算すると、
ベンガル管区18全体の精米の市場供給総量は約 32,458,200 ﾏﾝ（端数切り上げ）となる。こ
の内 7,497,100 ﾏﾝはベンガル管区内貿易provincial local tradeであり、管区外のガンジス上
流地域や海外へ輸出可能な純剰余米は 24,961,100 ﾏﾝ（約 2,500 万ﾏﾝ）となる。この内 260
万ﾏﾝはオリッサから域外に海上輸出され、70 万ﾏﾝはチッタゴンから域外に海上輸出され、










ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
Bakarganj 3,658,100 89,200 3,568,900
24‐Parganas  2,815,700 129,900 2,685,800
Bardman 2,250,300 8,400 2,241,900
Mednipur 2,582,400 448,700 2,133,700
Balasore 1,507,900 100 1,507,800
Mymensingh 1,484,200 151,000 1,333,200
                                                  
15  『年次報告書（1876 年） 』パラ 13、21 頁. 
16  『年次報告書（1876 年） 』Appendix  Α-I, p.iii. 
17  ﾙﾋﾟｰは銀貨であり、1 ﾙﾋﾟｰは 16 ｱﾅ。 
18  ベンガル管区（Bengal Presidency）は、ベンガル州、ビハール州、オリッサ州を含む広域の行政単位である。 
 9Dinajpur 1,235,000 400 1,234,600
Rajshahi 1,146,300 3,600 1,142,700
Tipperah 1,082,400 33,900 1,048,500
Murshidabad 1,066,500 29,700 1,036,800
Birbhum 783,800 783,800
Noakhali 777,600 6,800 770,800
Cuttack 1,082,400 338,600 743,800
Jessore 10,803,00 372,000 708,300
Puri 7,074,00 707,400
Bogra 6,128,00 800 612,000
Maldah 5,611,00 500 560,600
Bhagalpur 2,839,00 39,000 244,900
Hugli 8,164,00 609,300 207,100
Rangpur 1,926,00 27,800 164,800
Santal Parganas  2,718,00 140,900 130,900
Monghyr 1,406,00 17,400 123,200
Pabna 7,233,00 556,500 166,800
Gaya 693,00 900 68,400
Kolkata 538,00 53,800
Manbhum 482,00 48,200
Purania 1,051,00 75,900 29,200
Other districts  24,00 2,400
Total 271,416,00 3,081,300 24,060,300
ベンガル管区内の米純輸入諸県とその他の輸入諸州の輸入量合計は、3,235,300 ﾏﾝである
（内訳は、次の 2 枚の表を参照） 。 
総輸入（精米）  総輸出（精米）  純輸入（精米）     
ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
Dacca 1,862,100 1,182,200 679,900
Sarun 598,200 56,400 541,800
Mozaffarpur 383,300 15,800 367,500
Nadia 795,300 475,600 319,700
Patna 554,700 322,400 232,300
Chittagong 839,800 725,100 114,700
Darbhanga 125,800 4,000 121,800
Faridpur 1,127,200 1,032,700 94,500
 10Champaran 85,600 13,300 72,300
Shahabad 58,000 7,100 50,900
Other Districts  11,900 5,100 6,800









  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
Districts of Assam 





Total 1,095,000 461,900 633,100
コルカタの米貿易を見てみよう。1876 年、コルカタからの域外海上輸出は急増し、1,880
万ﾏﾝに達した（72 年 1030 万ﾏﾝ、73 年 740 万ﾏﾝ、74 年（飢饉の年）400 万ﾏﾝ、1875 年 580
万ﾏﾝ） 。76 年の急増はマドラス（現チェンナイ） 、ボンベイ（現ムンバイ）で飢饉が発生し
たためで、マドラス  に 850 万ﾏﾝ、ボンベイに 320 万ﾏﾝが緊急輸出された。 
対岸のハウラやコルカタ市郊外を含めたコルカタ圏の精米消費量を推定するために、コ
ルカタ圏の人口分布を下表に纏めると、市内と近郊を併せて人口は約 90 万人である。 
Calcutta Proper  429,535
The Suburban Municipality  257,149
The further suburbs, known as North 




1 名当り 1 日の平均精米消費量を 0.5 ｼｪｰﾙとすると年間必要量は 4.5 ﾏﾝであり、90 万人











コルカタからの域外輸出 1,880 万ﾏﾝにコルカタ域内消費 410 万ﾏﾝを加えた 2,290 万ﾏﾝが
1876 年度のコルカタへの精米輸入必要量だが、 この年の記録された精米輸入量 （17,939,354




大な米市場チッタラ(Chittara)に運ばれる。元コルカタ運河管理官（Supervisor of Calcutta 
Canals）のガリフ Galiffe 氏によれば、この経路で 126 万ﾏﾝの米が入荷した。メディニプ
ル、フーグリ両県から陸路ハウラに運ばれる米もあり、これらを加えると 1876 年は合計約




これらを加えても 270 万ﾏﾝほどの不足部分が残る。 以上を表にすると、 下記の如くになる。 
コルカタへの精米輸入   17,939,300 
籾米輸入（841,700 ﾏﾝ）          526,100 
記録されない供給         1,750,000 
合計       20,215,400 
これに対して 
海上米輸出    18,804,700 
海上籾米輸出（34,200 ﾏﾝ）          21,400 
コルカタ市内消費量         410,000 
合計          22,926,100 
不 足 分            約 270 万ﾏﾝ 
では、この不足分はどのようにして補われたのか？『年次報告書（1876 年） 』によれば、




コルカタへの総輸入量 2,020 万ﾏﾝの供給地を大きくまとめると、 
 Sundarban  districts20   6,850,000 
                                                  





いバングラデシュ』 、第II部第４章、1993 年に述べられている。 
 12 Western  Bengal    5,700,000 
 Central  Bengal    1,300,000 
 Northern  Bengal    1,100,000 
 Eastern  Bengal    2,300,000 
    Bihar and Upper Provinces      700,000 
 Orissa         400,000 
 Assam         100,000 
 Imports  unregistered   1,750,000 
  Total             20,200,000 
である。  







入した。コルカタ近郊で人口周密なバラサット Baraset、ダムダム Dum Dum、バラクプル
Barrackpur などで生じた米の不足分は逆にコルカタから供給された。販売された精米の
99.3%（2,506,300 ﾏﾝ）はコルカタに向かった。県内には輸出市場が 23 ヶ所あった。輸送
手段としては陸送が全体の 52.9%を占め、 次いで現地船による水上輸送が 44.8%であった。 
精米は圧倒的にコルカタに輸出されたが、籾米（括弧内は精米）は、コルカタ以外の近
隣諸県にもかなりの量が輸出された。 ナディア県 76,100 ﾏﾝ （1,100 ﾏﾝ） 、 フーグリ県 41,000
ﾏﾝ（3,400 ﾏﾝ） 、ジョショール県 18,300 ﾏﾝ（200 ﾏﾝ） 、ファリドプル県 12,200 ﾏﾝ、ダッカ県
5,200 ﾏﾝ、バカルガンジ県 5,000 ﾏﾝ、その他の諸県 19,500 ﾏﾝ（500 ﾏﾝ）であり、県内の記
録された物流は、米 11,600 ﾏﾝ、籾米 68,700 ﾏﾝであった。下表に見られるように、この県
の精米換算の総輸出量は 2,815,725 ﾏﾝであり、その内、93.9%がコルカタに向かった。 
県内への輸入量は精米 64400 ﾏﾝ、籾米 17600 ﾏﾝであった。 
24 パルガナ県の米の流れ 
  コルカタに輸出  他県に輸出  県内取引  合計 
  精米  籾米  精米  籾米  精米  籾米  精米  籾米 
  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
現地船  975,400 184,600 5,200 177,300 11,600 68,700 992,200 430,600
道路  1,485,400 7,800  1,485,400 7,800
鉄道  45,500 29,800 45,500  29,800







860,300 ﾏﾝ、精米 542,600 ﾏﾝ、合計（精）211,080,288 ﾏﾝである。この内、籾米 445,400 ﾏﾝ、
精米 30,200 ﾏﾝ、合計（精）281,483 ﾏﾝが県南から県北への県内輸出である。 
県内取引（県南→県北）の大半は 12 輸出市場と 12 輸入市場の間で行われる。中には、
マグラ Magura のように、域内消費米の輸入市場が同時に他県への輸出市場としても機能
する場合もある。 
県外輸出は、籾米 414,900 ﾏﾝ、精米 512,400 ﾏﾝ、合計（精）771,713 ﾏﾝである。主要な









  1876 年の総輸出量は、精米 3,640,000 ﾏﾝ、籾米 29,000 ﾏﾝ、合計（精）3,658,125 ﾏﾝであっ













                                                  
21  以下において、精米と籾米を合計した値を、合計（精）と表記する。 
 14きかった。しかも、西部諸県の米の作柄が良かったので、供給量は飛躍的に増えた。こう
して、バルドマン県から精米 1,926,315 ﾏﾝ、メディニプル県から精米 1,764,277 ﾏﾝ、ビルブ


















バルドマン県は、ベンガル州第 3 位の米輸出県であり、特に 1876 年の輸出量は過去最大
であった。主な輸送手段は鉄道である。現在の記録システムでは、コルカタへの輸出のみ
が捕捉され、ガンジス上流地域への輸出は漏れている。 
輸出は、現地船で精米 964,200 ﾏﾝ、籾米 80,300 ﾏﾝ、鉄道で精米 1,235,900 ﾏﾝ、合計（精）
2,250,288 ﾏﾝであり、輸入は全て船で精米 5,500 ﾏﾝ、籾米 4,700 ﾏﾝであった。 
主要な米輸出市場はカトワ Katwa、バルドマン、ラニガンジ Raniganj、カルナ Kalna など
であり、輸出先は、コルカタ 2,167,900 ﾏﾝ（96.3%） 、ナディア県 42,300 ﾏﾝ（2.0%） 、フーグ
リ県 31,600 ﾏﾝ（1.4%） 、その他 6,200 ﾏﾝであった。 
河川による輸入市場として、ナドゥンガタ 3,400 ﾏﾝ、カトワ 2,100 ﾏﾝ、カルナ 1,700 ﾏﾝが
あり、 輸入量はフーグリ県から 1,800 ﾏﾝ、 コルカタ市から 2,700 ﾏﾝ、 ディナジプル県から 800
ﾏﾝ、その他 3,100 ﾏﾝであった。 




蔵され、雨季の始まる 6~9 月にナディア河川網を通ってコルカタに輸出された。この 4 ヶ
 15月間のディナジプル、ボグラ両県からの輸出量は 1,105,400 ﾏﾝに達する。残る 8 ヶ月間は水
位が下がり河川航行は不可能となり、輸出量は 665,100 ﾏﾝに低下する。 
ディナジプル県から、昨年、アトライ Atrai 川、マタバンガ Mathabahanga 川・ジェリンギ
ーJellinghi 川を下ってコルカタに向かった精米は 753,700 ﾏﾝ、籾米は 900 ﾏﾝであった。アト
ライ川沿いの市場に入荷した米はコルカタに向かい、プルナババ Purnabhaba、クレック





  精米  籾米  合計 ( 精) 
  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
ベンガル州  877,700 13,000 885,800
ビハール州  128,000 57,000 163,600
北西諸州  180,800 7,600 185,600
合計  1,186,500 77,600 1,235,000
1875 年の冬米が不作だったので、1876 年の数値は平年を大きく下回る。1876 年は豊作だ








ルガンジ（22,300 ﾏﾝ） 、シスワン Siswan（10,100 ﾏﾝ） 、スフィーSupuhi（7,500 ﾏﾝ）などであ
り、 北西諸州の主な市場地は、 バリア  ガジプルBalia Ghazipur （66,200ﾏﾝ） 、 ガジプルGhazipur




県からの米輸出は、記録上は僅か精米 164,500 ﾏﾝ、籾米 45,000 ﾏﾝに過ぎない。主要な輸出
市場は、下記の如くである。 
精米  籾米 
現地船  蒸気船  合計  現地船 
市場名 
ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
 16Kaliganj 46,400 18,600 65,000  15,500
Kamarjani 23,200 23,200  100
Kulmoy Hat  9,400 9,400  9,700
Ghoramara 6,500 6,500  1,400
Shaghatta 6,200 6,200 
Nawabganj 4,800 4,800 
Bala 4,700 4,700  500
Durgapur   2,500
Small marts  44,700 44,700  15,300




  現地船  蒸気船 
  精米  籾米  精米 
  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
Pabna 68,300 11,700 0
Goalpara 60,300 6,200 0
Rangpur(local) 1,600 19,700 0 
Faridpur 10,200 2,900 0
Nowgong 0 0 9,000
Sibsagor 0 0     4,800
Calcutta 2,200 0 400
Lakhimpur 0 0 3,300
Other districts  3,300 4,500 1,100
Total 145,900 45,000 18,600
ジャルパイグリ県・コッチビハール県は、どちらも、少量の米を輸入している。ジャル
パイグリ県は精米 2,600 ﾏﾝ、籾米 1,000 ﾏﾝを輸入し、コッチビハール県は精米 7,700 ﾏﾝ、
籾米 1,600 ﾏﾝを輸入した。主な供給県はパブナ県、ダッカ県であった。 
マルダ県は、ベンガル州よりビハール州、北西諸州により多くの米を輸出しており、ガ
ンジス中 ・ 上流域との経済的関係が濃い。 1876 年の総輸出量は精米 500,500 ﾏﾝ、 籾米 96,900
ﾏﾝ、合計（精）561,063 ﾏﾝだが、精米輸出は、北西諸州 150,900 ﾏﾝ（30.1％） 、ビハール州
199,800 ﾏﾝ(39.9%)、ベンガル州 149,800 ﾏﾝ(29.9%)であった。とはいえ、ビハール州に向か
った精米の 42%は最終的にはコルカタに還流した。即ち、サへーブガンジへ輸出した米の
内 83,900 ﾏﾝは鉄道でコルカタに再輸出されたのである。マルダ米の主な輸出市場はハイイ
 17ェットプル Hyetpur（105,900 ﾏﾝ）とロカンプル Rokunpur（181,200 ﾏﾝ）であり、主な輸
出先はサンタル・パルガナ、コルカタ、ベナレス、パトナ、レヴェルガンジ、ガジプルで
ある。パトナ向けは籾米が多く、その他へは精米が多い。 
ボグラ県は高品質な米の産地として有名であり、精米 584,000 ﾏﾝ、籾米 46,100 ﾏﾝ、合計
（精）612,813 ﾏﾝを輸出した。ヒッリーHilli が 359,600 ﾏﾝ（全量の 61.5%）を扱い、飛び
抜けて大きい市場であった。次いでドゥープチャンチア Dhupchanchia62,300 ﾏﾝであり、
ボグラ Bogra、シェルプル Sherpur、シーブガンジ Sibganj はそれほど多くない。 
ヒッリーからの輸出のうち 337,000 ﾏﾝ（93.9%）はフーグリ県に向かい、次いで、コルカ
タ向け 18,900 ﾏﾝ（5.3%）であった。ドゥープチャンチアからの輸出では、ゴアランドーに
21,600 ﾏﾝ （34.7%） 、 コルカタに 18,300 ﾏﾝ （29.4%） 、 チャンデルナガルに 11,000 ﾏﾝ （17.7%）
が送られた。 
ボグラ県から輸出された精米の行く先は、フーグリ県精米 349,000 ﾏﾝ、籾米 6,700 ﾏﾝ、
ファリドプル県精米 109,800 ﾏﾝ、 籾米 8,400 ﾏﾝ、 パブナ県精米 64,200 ﾏﾝ、 籾米 12,100 ﾏﾝ、
コルカタ精米 41,200 ﾏﾝ、ナディア県精米 7,900 ﾏﾝ、籾米 13,400 ﾏﾝ、パトナ県精米 7,100 ﾏ
ﾝ、籾米 200 ﾏﾝであり、ダッカ県は、精米 200 ﾏﾝ、籾米 5,100 ﾏﾝと少ない。ボグラ米の多く
は、ナディア県の河川を下り、チャンデルナガルを経て、コルカタに再輸出される。輸送
は雨季に行われる。 
ラージシャーヒー県からの輸出は、 精米 899,700 ﾏﾝ、 籾米 394,500 ﾏﾝ、 合計 （精） 1,146,263
ﾏﾝであり、ナウゴング（ガンジャ ganja 栽培の中心地でもある）が主要輸出市場であった。
ナウゴングからの精米輸出先はゴアランドー207,600 ﾏﾝ、 クマルカリ Kumarkhali 65,600 ﾏ
ﾝ、チャンデルナガル 19,600 ﾏﾝ、ドガッチ Dogachi（パブナ県)16,700 ﾏﾝ、パトナ 11,500 ﾏ
ﾝであった。 
ナウゴングからの輸出は精米 414,300 ﾏﾝ、 籾米 25,900 ﾏﾝ、 ラムプル  バウリア Rampore 
Bauleah から精米 106,800 ﾏﾝ、 籾米 1,100 であった。 行く先は、 ファリドプル県精米 401,000
ﾏﾝ、籾米 58,900 ﾏﾝ、ナディア県精米 246,700 ﾏﾝ、籾米 193,400 ﾏﾝ、パブナ県精米 45,800 ﾏ
ﾝ、籾米 94,800 ﾏﾝ、パトナ県精米 66,900 ﾏﾝ、籾米 4,000 ﾏﾝ、コルカタ精米 61,200 ﾏﾝ、籾
米 1,000 ﾏﾝ、フーグリ県精米 26,100 ﾏﾝ、ダッカ県精米 4,600 ﾏﾝ、籾米 35,100 ﾏﾝという順
番であった。 
ラージシャーヒー県からナディア、ファリドプル両県へ精米が大量に輸出され、ナディ
ア県内のクシュティア（147,100 ﾏﾝ） 、クマルカリ（67,400 ﾏﾝ） 、ファリドプル県内のゴア
ランドー（375,800 ﾏﾝ）の３つの鉄道駅からコルカタに再輸出された。ラージシャーヒー県
からは東ベンガル鉄道による輸送が多い。カリガンジ Kaliganj からの籾米輸出はナディア








し、556,500 ﾏﾝを輸入したから、取引において 140,450 ﾏﾝの輸出超過県であった。輸出はナ
ディア県に精米 65,300 ﾏﾝ、籾米 20,200 ﾏﾝ、コルカタに精米 101,300 ﾏﾝ、ファリドプル県
に精米 245,700 ﾏﾝ、籾米 24,300 ﾏﾝ、ダッカ県に精米 6,100 ﾏﾝ、籾米 14,000 ﾏﾝ、ラングプ
ル県に精米 6,900 ﾏﾝ、籾米 500 ﾏﾝ、アッサム諸県に精米 216,100 ﾏﾝ（シーブサガル県精米
56,600ﾏﾝ、 ラッキムプル県精米50,300ﾏﾝ、 ゴアルパラ県精米40,900ﾏﾝ、 ダラン県精米25,600
ﾏﾝ、ナウゴング県精米 20,400 ﾏﾝ、カムルプ県精米 11,800 ﾏﾝ、ガウハティ 10,500 ﾏﾝ） 、コ
ッチビハール藩王国に精米 4,300 ﾏﾝ、籾米 700 ﾏﾝ、ビハール州パトナ県に精米 11,600 ﾏﾝ、
その他諸県に精米 700 ﾏﾝ、籾米 2,700 ﾏﾝであった。パブナ県ではシラージガンジが最大の






輸入はマイマンシン県から精米 178,100 ﾏﾝ、籾米 78,000 ﾏﾝ、ラージシャーヒー県から精
米 45,800 ﾏﾝ、籾米 94,800 ﾏﾝ、ラングプル県から精米 68,300 ﾏﾝ、籾米 11,700 ﾏﾝ、ボグラ
県から精米 64,200 ﾏﾝ、籾米 12,100 ﾏﾝ、ディナジプル県から精米 9,900 ﾏﾝ、籾米 1,500 ﾏﾝ
などであった。 
  上述のように、パブナ県の主要市場はシラージガンジであり、米取引のみに限っていっ
ても、輸入は精米 350,300 ﾏﾝ、籾米 82,300 ﾏﾝ合計（精）411,738 ﾏﾝ、輸出は精米 342,100
ﾏﾝ、籾米 2,700 ﾏﾝ合計（精）343,788 ﾏﾝに達した。シラージガンジへの輸入先は、マイマン
シン県177,800ﾏﾝ、 ラングプル県67,200ﾏﾝ、 ボグラ県63,500ﾏﾝ、 ラージシャーヒー県10,900
ﾏﾝなどであり、他方、輸出先はシーブサガル県 Sibsagar56,600 ﾏﾝ、ラッキムプル県
Lakhimpur50,300 ﾏﾝ、ゴアルパラ県 38,700 ﾏﾝ、ダラン県 Darrang25,600 ﾏﾝ、ナウゴング
県 Nowgong20,400 ﾏﾝ、ゴウハティ県 Gowhatti10,500 ﾏﾝ、ファリドプル県 15,100 ﾏﾝ（そ
の内、ゴアランドー14,900 ﾏﾝ） 、コルカタ 92,000 ﾏﾝ、パトナ県 11,600 ﾏﾝなどある。アッサ
ム諸県への米輸出のほとんど全てが、シラージガンジから送られたことになる。シラージ
ガンジへの輸入は全て現地船により、輸出は鉄道によるもの精米 66,200 ﾏﾝ、蒸気船による
もの精米 164,000 ﾏﾝ、現地船によるもの精米 111,900 ﾏﾝ、籾米 2,700 ﾏﾝであった。この中
で、アッサム諸県への輸出においては蒸気船の占める割合が高かった。 
パブナ県の米取引 
                                                  
22  ただし、パブナ県内の域内輸出分である精米 15,100 ﾏﾝ、籾米 18,000 ﾏﾝ、合計 26350 ﾏﾝを差し引いた。 
 19  輸入  輸出 
  精米  籾米  合計（精）  精米  籾米  合計（精） 
  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
現地船  403,100 245,500  556,500 442,900 80,300 493,100
蒸気船  0 0  0 245,500 556,500  164,000
鉄道  0 0  0 66,200 0 66,200
計  403,100 245,500  556,500 673,100 80,300 723,300
ムルシダバード県は、精米換算で 100 万ﾏﾝを超える米の大輸出県であった。主要な米輸
出市場はジャンギプル Jangipur 精米 225,900 ﾏﾝ、 ムルシダバード精米 184,500 ﾏﾝ、 ナルハ
ティ Nalhatti 精米 140,400 ﾏﾝ、ムラリーMurari 精米 139,600 ﾏﾝ、ドリアン Dhulian 精米
135,500 ﾏﾝ、ラムプルハット Rampur Hat 精米 114,300 ﾏﾝなどであり、輸出先はコルカタ
精米 842,700 ﾏﾝの他は、 ビハール州のサルン県精米 90,400 ﾏﾝ、 ガジプル県精米 44,400 ﾏﾝ、
パトナ県精米 18,000 ﾏﾝなどであった。精米の 80%弱はコルカタに向かい、ガンジジス上流
域へは合計で約 20 万ﾏﾝ（19%弱）が輸出されたことになる。鉄道で運ばれた精米 43.8 万






  輸出 
  精米（ﾏﾝ）  籾米（ﾏﾝ）  合計（精） 
現地船  624,200 7,300 628800
鉄道  437,700 0 437,700
 1,061,900 7,300   1,066,500 
ナディア県はその特異な地理的条件に制約され、県内の米の生産量では住民の消費を賄
えず、 恒常的な米の輸入県であった。 輸入は河川を主として行われ 795,300 ﾏﾝ （精米 445,800
ﾏﾝ、籾米 559,100 ﾏﾝ）に達した。輸出は鉄道（精米 179,100 ﾏﾝ）と河川（精米 291,900 ﾏﾝ）




ﾏﾝ、籾米 28,600 ﾏﾝであった。 
ナディア県への米供給は、ラージシャーヒー県から精米 246,700 ﾏﾝ、籾米 193,400 ﾏﾝ、
合計（精）477,118 ﾏﾝ、パブナ県から精米 65,300 ﾏﾝ、籾米 20,200 ﾏﾝ、合計（精）131,906
ﾏﾝ、ジェショール県から精米 300 ﾏﾝ、籾米 124,600 ﾏﾝ、合計（精）78,175 ﾏﾝ、24-パルガ
 20ナ県から精米 1,100 ﾏﾝ、 籾米 76,100 ﾏﾝ、 合計 （精） 48,663 ﾏﾝ、 バルドマン県から精米 42,300
ﾏﾝ、籾米 3,700 ﾏﾝ、合計（精）44,613 ﾏﾝ、ダッカ県から精米 1,100 ﾏﾝ籾米 58,700 ﾏﾝ、合計
（精）37,788 ﾏﾝ、ディナジプル県から精米 19,000 ﾏﾝ、籾米 3,400 ﾏﾝ、合計（精）21,125 ﾏ
ﾝ、ボグラ県から精米 7,900 ﾏﾝ、籾米 13,400 ﾏﾝ、合計（精）16,275 ﾏﾝ、コルカタから精米
5,200 ﾏﾝ、籾米 21,000 ﾏﾝ、合計（精）18,325 ﾏﾝであった。 
米の輸入市場はクシュティア精米 253,700 ﾏﾝ、籾米 95,000 ﾏﾝ、合計（精）313,075 ﾏﾝ、
クマルカリ精米 91,500 ﾏﾝ、 籾米 23,600 ﾏﾝ、 合計 （精） 106,250 ﾏﾝ、 ゴールバタン籾米 121,100
ﾏﾝ（精米換算 75,688 ﾏﾝ） 、キシェンガンジ籾米 53,000 ﾏﾝ（精米換算 33,125 ﾏﾝ）などであ
った。 最大の輸入市場であるクシュティアへの供給はラージシャーヒー県から精米 147,100





れている量をはるかに上回るであろう。 」23   
ナディア県からの米の鉄道による輸出はすべてコルカタに行く。クシュティア駅から精
米 236,363 ﾏﾝ、次いで、クマルカリ駅から精米 42,703 ﾏﾝ、チョグダー駅から精米 6,382 ﾏﾝ
など合計 291,877 ﾏﾝであった。この年の鉄道輸出は、マドラス飢饉によりコルカタ港から
の精米輸出が拡大したので、例年になく大きかった。河川による輸出は相対的に小さく、
シャンティプル Santipur から精米 55,200 ﾏﾝ、コクサ  ジャニプル Khoksa Janipur から
精米 20,400 ﾏﾝ、ハンスカリ Hanskhalli から精米 18,100 ﾏﾝ、籾米 700 ﾏﾝ、合計(精)18,538
ﾏﾝ、クマルカリから精米 12,800 ﾏﾝ、チョグダーから精米 11,900 ﾏﾝ、ラナガッタ Ranaghat
から精米 9,800 ﾏﾝ、ボショントプル Boshuntpur から籾米 17,500 ﾏﾝなどで、合計すると精
米 159,400 ﾏﾝ、 籾米 31,500、 合計 （精） 179,088 ﾏﾝであった。 輸出先はコルカタに精米 148,500
ﾏﾝ、籾米 1,100 ﾏﾝ、合計（精）149,188 ﾏﾝ、ナディア県(域内)に精米 6,000 ﾏﾝ、籾米 28,600
ﾏﾝ、合計（精）23,875 ﾏﾝ、カッチャル県 Cachar に精米 2,300 ﾏﾝ、その他諸県に精米 2,600





  輸入  輸出 
  精米  籾米  合計（精）  精米  籾米  合計（精） 
   ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
現地船  947,800 287,000  1,127,200 426,700 12,600 434,600
                                                  
23  『年次報告書（1876 年） 』 、パラ 105、41 頁。 
 21蒸気船     20,900   20,900
鉄道     577,200   577,200
計  947,800 287,000  1,127,200 1,024,800 12,600 1,032,700




Bhanga、モドゥカリ Modhukhali、アームバリア Ambaria などの市場が続く。供給はラ
ージシャーヒー県から精米 401,000 ﾏﾝ、籾米 58,900 ﾏﾝ、合計（精）43,782 ﾏﾝ、パブナ県か
ら精米 245,700 ﾏﾝ、 籾米 24,300 ﾏﾝ、 合計 （精） 260,888 ﾏﾝ、 ボグラ県から精米 109,800 ﾏﾝ、
籾米 8,400 ﾏﾝ、合計（精）115,050 ﾏﾝ、ディナジプル県から精米 87,000 ﾏﾝ、籾米 1,600 ﾏﾝ、
合計（精）88,000 ﾏﾝ、マイマンシン県から 20,100 ﾏﾝ、籾米 59,300 ﾏﾝ、合計（精）571,625
ﾏﾝ、ジョショール県から精米 1,000 ﾏﾝ、籾米 81,400 ﾏﾝ、合計（精）51,875 ﾏﾝ、ティッペラ
県から精米 43,200 ﾏﾝ、籾米 10,000 ﾏﾝ、合計（精）49,450 ﾏﾝ、ダッカ県から精米 20,000 ﾏ
ﾝ、籾米 8,600 ﾏﾝ、合計（精）25,375 ﾏﾝ、シレット県から精米 3,500 ﾏﾝ、籾米 18,200 ﾏﾝ、
合計（精）18,234 ﾏﾝ、ラングプル県から精米 10,200 ﾏﾝ、籾米 2,900 ﾏﾝ、合計（精）12,013
ﾏﾝ、24-パルガナ県から籾米 12,200 ﾏﾝ（精米換算 7,625 ﾏﾝ）であった。ファリドプル県内





ベルガッチ Belgachi、ラージバリ Rajbari、パングシャの 3 駅から精米 950 ﾏﾝがコルカタ
に輸送された。 
ゴアランドーから現地船で 44,600 ﾏﾝ（精米と籾米合わせて）が運ばれたが、その内訳は
ゴアルパラ県に 28,600 ﾏﾝ、パブナ県に 4,900 ﾏﾝ、その他の県に 11,100 ﾏﾝであり、その他
に蒸気船が 20,900 ﾏﾝをアッサム諸県に輸送した。 
ファリドプル県からの米の水上輸送量は 9 市場から合計 447,600 ﾏﾝに達し、輸出先はコ
ルカタに精米 356,100 ﾏﾝ（79.6%） 、ダッカ県に精米 12,700 ﾏﾝ（2.8%） 、アッサムのゴアル
パラ県に精米 29,700 ﾏﾝ（6.6%） 、ラッキムプル県に精米 19,300 ﾏﾝ（4.3%）であった。 
ダッカ県の米貿易は例外的であり、ベンガル州内でほとんど唯一の明白な米不足県であ
る24。下表に明らかなように、輸入は 1,862,075 ﾏﾝ（精米換算） 、輸出は 1,182,200 ﾏﾝ（精
米換算）であったから、入超量は精米換算 679,900 ﾏﾝであった。輸入米の大半は人口過密
なムンシガンジ（1872 年の人口センサスで１平方哩当たり 1,031 人）に運ばれた。 
                                                  
24  私はかつてダッカ県が米不足県であるという通説に疑問を呈したが、少なくとも、1876 年については、自説を修正
し、通説を受け入れることにしたい。 『地域構造III-2』132-133 頁。 
 22ダッカ県の米取引 
  輸入  輸出 
  現地船  蒸気船  鉄道 計  現地船 蒸気船 鉄道  計 
  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ  ﾏﾝ 
籾米  1,804,600   185,500  
精米  734,200  
1,862,100





量の米を供給するマイマンシン県、 シレット県、 ティッペラ県にも妥当すると考えられる。 
ダッカ県内の米輸入市場 
輸入市場 
  精米（ﾏﾝ）  籾米（ﾏﾝ） 
Narayanganj 578,900  393,700 
Dacca 42,300  518,400 
Modunganj 86,400  245,400 
Lohajang   195,600 
Mirpur   76,900 
Kolakopa 1,400  48,900 
Srinagar   43,700 
Sabhar   23,500 
Manikganj 500  13,600 
Bohur   13,200 
Mirkadim   10,100 
Small marts  24,700  221,600 
Total 734,200  1,804,600 
ダッカ県への米の供給県 
供給県    
  精米  籾米 
Mymensingh 304,100  986,600 
Tipperah 278,900  250,800 
Sylhet 62,800  375,700 
Dacca (Local)  47,900  45,700 
Bakarganj 12,900  12,900 
Jessore 300  59,000 
 23Rajshahi 4,600  35,100 
Faridpur 12,700  4,200 
Pabna 6,100  14,000 
Other districts  3,900  20,600 
Total 734,200  1,804,600 







米 578,900 ﾏﾝ、籾米 393,700、合計（精）824,963 ﾏﾝが輸入されており、ダッカ市場には、
主にマイマンシン県他の 4 県から精米 42,300 ﾏﾝ、籾米 518,400 ﾏﾝ、合計（精）366,300 ﾏ
ﾝが輸入された。ダッカ、ナラヨンガンジの両市場への米の供給は、マイマンシン、ティッ




籾米 3,8900 ﾏﾝ、合計（精）716,313 ﾏﾝ、ダッカ市場からは精米 133,700 ﾏﾝ、籾米 5,300 ﾏ








ティッペラ県は、大きな米輸出県であり、精米 907,600 ﾏﾝ、籾米 279,700 ﾏﾝ、合計（精）
1,082,413 ﾏﾝを輸出した。ゴウリプルが飛びぬけて大きい米の輸出市場であり、次いで、フ
ァンドック Fandock、パンチプカリア Panchpukharia などが大きい。輸出先はコルカタ
（精米換算 460,600 ﾏﾝ）とダッカ県（精米換算 435,650 ﾏﾝ）が主で、この両者で 82.8%を
占めた。 
マイマンシン県は、大量の米輸出を行う。県東部からダッカ県へ向かう流れが最も大き
い。輸出総量は、精米 726,200 ﾏﾝ、籾米 1,212,800 ﾏﾝ、合計（精）1,484,200 ﾏﾝである。米
輸出市場ではカリガンジ Kaliganj とハルワガタ Halwaghat が大きい。輸出は、ダッカ県
 24が全体の 62%を占め、次いで、パブナ 15.2%、コルカタ 9%、ファリドプル 3.9%、マイマ
ンシン（域内）3.6%各県である。この県の輸出米の過半が籾米であり、ジェショール県と
共に例外的である。 
この県は 96,900 ﾏﾝの米をティッペラ （55,100 ﾏﾝ） 、 ダッカ （12,900 ﾏﾝ） 、 シレット （11,400
ﾏﾝ） など各県から輸入し、 また、 県内で生産され、 流通し、 消費される域内流通米が 54,100
ﾏﾝに達する。県内最大の米輸入市場はボイラブ  バザルであり、輸入米の 81.8%を扱う。 
ノアカリ県からの輸出は、精米 751,000 ﾏﾝ、籾米 42,500 ﾏﾝ、合計（精）777,600 ﾏﾝであ
る。主要輸出市場では、小フェニ河 Little Fenny River111,900 ﾏﾝ、タルトゥリ
Taltulli77,300 ﾏﾝ、ツカタカリ Tukhatakhalli71,500 ﾏﾝなどが大きい。輸出先は、チタゴ
ン県が 658,200（84.6%）と圧倒的に大きく、次いで、コルカタ 118,500 ﾏﾝ（15.2%）であ
り、両者で 99.8%を占める。 
チッタゴン県の米輸入は主に再輸出を目的としており、 精米 696,200 ﾏﾝがモウリシャス、
コーチン、 セイロンその他に出て行く。 供給県は、 ノアカリ県 658,200 ﾏﾝ、 ダッカ県 106,000
ﾏﾝ、ティッペラ県 28,500 ﾏﾝ、チッタゴン県(域内)28,100 ﾏﾝなどであった。 
過去２～３年、 チッタゴン県からの精米輸出は大幅に減少している。 例えば、 1871 年 150
万ﾏﾝ、1872 年輸出量 280 万ﾏﾝ（史上最高）だったが、1876 年にはサイクローン被害によ







精米 籾米 合計（精） 精米 籾米 合計（精）
ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ
現地船 1,332,300 379,600 1,569,500 633,500 60,400 671,300
道路 307,100 325,100 510,200 61,800 12,400 69,500
鉄道 記録なし 記録なし 記録なし 548,900 0 548,900
合計 1,639,400 704,700 2,079,700 1,244,200 72,800 1,289,700
州内貿易
の控除 512,800 60,700 550,700 512,800 60,700 550,700
純合計 1,126,600 644,000 1,529,000 731,400 12,100 739,000
輸入 輸出
   
この表より、1876 年度のビハール州の米の純輸入量（精米換算）は 79 万ﾏﾝである。 
河川輸送記録によれば、ベンガル州からビハール州への輸入は、州内貿易を除くと、河
川による輸入は、精米 865,800 ﾏﾝ、籾米 321,300 ﾏﾝ、合計（精）1,066,600 ﾏﾝであり、河
川による輸出は、精米 167,000 ﾏﾝ、籾米 2,100 ﾏﾝ、合計（精）168,300 ﾏﾝであった。 
ビハール州の米の輸入県は、パトナ 438,900 ﾏﾝ（41.1%） 、サルン 408,900 ﾏﾝ（38.3%） 、
 25サンタル  パルガナ 87,900 ﾏﾝ（8.2%） 、ダルバンガ 51,400（4.8%）などであった。これ
らに米を供給していた諸県は、ベンガル州のマルダ 254,500 ﾏﾝ（23.9%） 、ディナジプル
162,500 ﾏﾝ （15.2%） 、 ムルシダバード 134,600 ﾏﾝ （12.6%） 、 ラージシャーヒー85,900 （8.1%） 、
ダッカ 41,700 ﾏﾝ （3.9%） などと北西諸州のゴラクプル 169,800 ﾏﾝ （15.9%） 、 バスティ 72400




ード県から 83,800 ﾏﾝ、マルダ県から 51,800 ﾏﾝ、ディナジプル県から 28,700 ﾏﾝ、北西諸州
のバスティ県から 6,900 ﾏﾝであった。サヘーブガンジに輸入された精米は 85,600 ﾏﾝで、そ
の 72.4%はマルダ県から来ている。ここへの籾米輸入は 3,600 ﾏﾝでマルダ県から供給され
た。 
ビハール州からの米輸出は 168,300 ﾏﾝと少なく、そのうち 108,000 ﾏﾝ（64.2%）はコル
カタに集中し、その他では北西諸州のガジプル県に 21,800 ﾏﾝ、ベンガル州のフーグリ県に
17,100 ﾏﾝが運ばれた。ビハール州からの主要な米輸出市場はバガルプル 62,000 ﾏﾝ、パト
















の逆の流れは精米 15,500 ﾏﾝ、 籾米 11,100 ﾏﾝ、 合計 （精） 22,438 ﾏﾝと小さかった。 従って、
ビハール州はネパールに対し精米 245,300 ﾏﾝ、籾米 312,700 ﾏﾝ、合計（精）440,738 ﾏﾝの
入超であった。 
鉄道による米の輸出は殆どがコルカタに向かい、その量は 549,000 ﾏﾝ（サンタル  パル
                                                  
25  『年次報告書（1876 年） 』 、49 頁、パラ 144 の表より。 
 26ガナ県から 246,400 ﾏﾝ、バガルプル県から 153,000 ﾏﾝ、パトナ県から 83,000 ﾏﾝ、モンギ













Balassor県 Cuttack県 Puri県 Total
ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ
海外 97,187 241,173 44,343 382,703
マドラスと英領インド 973,856 501,779 663,041 2,138,676
コルカタとベンガル管区 436,720 843 0 437,563




北西諸州の純輸入は 472,100 ﾏﾝで純輸出は 347,800 ﾏﾝだから、124,300 ﾏﾝの入超であっ
た。1876 年度のベンガル州からの輸入は 433,043 ﾏﾝ（ディナジプル県から 185,569 ﾏﾝ、マ
ルダ県から 154,285 ﾏﾝ、 ムルシダバード県から 60,406 ﾏﾝ、 ラージシャーヒー県から 24,520
ﾏﾝ、ダッカ県から 3,435 ﾏﾝ、パブナ県 1,275 ﾏﾝ、その他 3,553 ﾏﾝであった。行く先は、ガ
ジプル県 298,108 ﾏﾝ、 ベナレス県 62,553 ﾏﾝ、 ゴラクプル県 28,252 ﾏﾝ、 アジムガル県 25,097
ﾏﾝであった。北西諸州からビハール州（主に、サルンとパトナ両県）への輸出は 334,837 ﾏ
ﾝであり、 その他を含めると 347,782 ﾏﾝに達した。 北西諸州の域内米取引は 174,640 ﾏﾝであ









ル県はシレット県から 20~30 万ﾏﾝを輸入するようであるが、記録は残っていない。 
ベンガル州からアッサム州への輸送は、現地船で 326,300 ﾏﾝ、蒸気船で 212,700 ﾏﾝ、合
計 539,000 ﾏﾝであり、逆にアッサム州からベンガル州へは 489,900 ﾏﾝが輸出された。 
アッサム州の米輸入は、ゴアルパラ県に 177,500 ﾏﾝ、シレット県に 83,400 ﾏﾝ、ラッキム
プル県に 78,700 ﾏﾝ、シーブサガル県に 68,300 ﾏﾝ、カムルプ県に 38,500 ﾏﾝ、ダラン県に
30,900 ﾏﾝ、カチャル県に 15,300 ﾏﾝであった。アッサムへの供給県は、パブナ県 210,100 ﾏ
ﾝ、ラングプル県 79,500 ﾏﾝ、ファリドプル県 55,100 ﾏﾝ、マイマンシン県 45,800 ﾏﾝであっ
た。 
主要な米輸出市場は 7 ヶ所ですべてシレット県内にあるそれらの市場からの輸出量は精
米 214,800 ﾏﾝ、籾米 433,100 ﾏﾝ、合計（精）485,488 ﾏﾝであり、輸出先はダッカに 62,800
ﾏﾝ、籾米 375,700 ﾏﾝ、合計（精）297,613 ﾏﾝ、コルカタに精米 121,000 ﾏﾝ、籾米 2,500 ﾏﾝ、
合計（精）122,563 ﾏﾝであった。 
 




1838~43 年には 117,047cwts.になり、さらに、1848~53 年には 439,350cwts.、1858~63
年には 969,724cwts．へと急増した。1876 年の直前の 5 年間の輸出量は次の表が示す。 
 Cwts.  ﾏﾝ  ﾙﾋﾟｰ 
1872 年度  7,061,951 11,612,084 41,279,439 
1873 年度  6,126,120 8,338,329 34,355,139 
1874 年度  5,499,788 7,485,822 32,449,941 
1875 年度  5,206,521 7,086,853 28,052,933 









                                                  
26 1cwt.は、英国では 112 ポンド（約 50.8kg） 。 
 28一層落ち込んだのである。 
ジュートの生育時期は夏米（aus）と重なり、3 月末～6 月初に種子を播き、8 月中頃～





















1,792,536 ﾏﾝで、その主な供給県はラングプル 830,600 ﾏﾝ、マイマンシン 293,900 ﾏﾝ、ボ
グラ 209,300 ﾏﾝ、 コッチビハール 159,800 ﾏﾝ、 パブナ 134,200 ﾏﾝ、 ゴアルパラ 97,600 ﾏﾝ、
ジャルパイグリ 44,400 ﾏﾝ、ラージシャーヒー20,100 ﾏﾝ、その他 2,600 ﾏﾝである。他方、
同市場からの輸出量は 202.5 万ﾏﾝであった。シラージガジにあるジュート工場が約 10 万ﾏ
ﾝを消費するから、結局 30 万ﾏﾝ以上が不足するが、これは近隣のパブナ、ボグラ両県から
陸路、 運河、 水路などで運ばれた物流統計には記録されないジュートによって埋められた。
このシラージガンジを経由する東ベンガル鉄道と河川会社 River Company の蒸気船は全




                                                  
27  これは、Kerrのジュート委員会報告から採られた文章である。谷口「地域構造（II） 」pp.67~8 を参照。 
 
 291,294,839 ﾏﾝに達し、 輸出は現地船 565,051 ﾏﾝ、 東ベンガル鉄道 669,896 ﾏﾝ、 蒸気船 358,731
ﾏﾝであり合計 1,594,278 ﾏﾝであった。輸入は、マイマンシン県から 517,800 ﾏﾝ、ティッペ
ラ県か 522,600 ﾏﾝ、ダッカ県から 197,100 ﾏﾝ、シレット県から 25,200 ﾏﾝ、その他 32,100
ﾏﾝ、合計、1,294,800 ﾏﾝであった。約 30 万ﾏﾝが不足するが、それは、ダッカ県内の地方的
供給によって埋められた。輸出はほぼ全量コルカタに向い、鉄道、蒸気船で 102.5 万ﾏﾝ、
現地船で 565,651 ﾏﾝが運ばれた。 
ゴアランドーへのジュート輸入は全て現地船で運ばれ 1,685,169 ﾏﾝに達する。輸出は現
地船 2,418 ﾏﾝ、東ベンガル鉄道 1,657,116 ﾏﾝで合計 1,659,534 ﾏﾝであり、殆どすべて鉄道
で運ばれている。ここは東ベンガル鉄道の終着駅であり、かつジャムナ河とガンジス河と
いう両大河の交差点にあり、北ベンガル・東ベンガルのジュート集荷地として最良の立地
に恵まれている。輸入は、パブナ県から 594,100 ﾏﾝ、マイマンシン県から 572,000 ﾏﾝ、ラ
ングプル県から 220,100 ﾏﾝ、ダッカ県から 162,600 ﾏﾝ、ボグラ県から 45,300 ﾏﾝ、ディナ
ジプル県から 33,800 ﾏﾝ、 ジャルパイグリ県から 23,100 ﾏﾝ、 ラージシャーヒー県から 19,900
ﾏﾝ、ファリドプル県から 10,000 ﾏﾝ、その他 4,300 ﾏﾝであった。 
クシュティアはゴライ河の河口に立地し、 ジュート輸入は現地船で行われ 99,127 ﾏﾝに達
した。輸出は現地船 355 ﾏﾝ、東ベンガル鉄道 123,370 ﾏﾝ、蒸気船 1,636 ﾏﾝ、計 125,361 ﾏﾝ
である。輸入はパブナ県から 36,200 ﾏﾝ、ナディア県から 36,000 ﾏﾝ、ラージシャーヒー県
から 11,300 ﾏﾝ、プラニア県から 5,700 ﾏﾝ、ディナジプル県から 3,700 ﾏﾝ、マルダ県から
3,200 ﾏﾝ、その他 3,000 ﾏﾝ、合計 99,100 ﾏﾝであった。不足分 26,000 ﾏﾝは、ナディア県の
近隣諸村の生産物で、物流記録では捕捉されない。輸出は全量コルカタに向かう。 
コルカタの 1876 年度のジュート輸入総量は 8,303,913 ﾏﾝであった。 運輸手段は、 現地船
3,839,404 ﾏﾝ（46.2%） 、陸路 224,274 ﾏﾝ（2.7%） 、東ベンガル鉄道 3,382,406 ﾏﾝ（40.7%） 、
蒸気船 856,829 ﾏﾝ（10.3%）であった。コルカタから海外への輸出総量は 6,225,852 ﾏﾝで





原料ジュートを加工してコルカタで 8,000~8,800 万枚のジュート袋が生産された。 
現地船によってコルカタへジュートを輸出している諸県は、パブナ 1,085,700 ﾏﾝ、ダッ
カ 832,100 ﾏﾝ、マイマンシン 522,100 ﾏﾝ、ラージシャーヒー344,200 ﾏﾝ、ファリドプル
309,900 ﾏﾝ、ディナジプル 200,500 ﾏﾝ、フーグリ 141,800 ﾏﾝ、ラングプル 86,000 ﾏﾝ、マル
ダ 67,300 ﾏﾝ、バカルガンジ 51,000 ﾏﾝ、ジェショール 49,100 ﾏﾝ、ナディア 37,500 ﾏﾝ、バ
ルドマン 20,500 ﾏﾝ、 ムルシダバード 20,300 ﾏﾝ、 24-パルガナ 17,200 ﾏﾝ、 ティッペラ 15,000
                                                  
28 1876 年の時点で 4000 台のジュート織機loomがあり、各織機は年間で平均 55 ﾏﾝを消費するから、原料消費量は最大
220 万ﾏﾝとなる。 
 30ﾏﾝ、ボグラ 10,700 ﾏﾝ、プラニア 10,700 ﾏﾝ、その他 17,800 ﾏﾝであった。 
東ベンガル鉄道によるジュート積出し駅は、 ゴアランドー1,657,100 ﾏﾝ、 ナラヨンガンジ
669,900 ﾏﾝ、シラージガンジ 576,700 ﾏﾝ、ダッカ 236,600 ﾏﾝ、クシュティア 123,400 ﾏﾝ、
パングシャ Pangsha68,700 ﾏﾝ、チットプル Chipur18800 ﾏﾝ、クマルカリ 11,500 ﾏﾝであっ
た。 
蒸気船による積出し港は、シラージガンジ 450,800 ﾏﾝ、ナラヨンガンジ 358,700 ﾏﾝ、カ
リガンジ 16,600 ﾏﾝ、マダリプル Madaripur14,000 ﾏﾝ、ダッカ 3,000、その他 14,700 であ
った。 
陸路の積出し地は 24-パルガナ（主にバラサット地区）221,500 ﾏﾝ、ナディア 2,800 ﾏﾝ
で計 224,300 ﾏﾝであった。 
  ベンガル各県のジュート純輸出量を、再輸出分を除いて推定すると下表となる。 
輸出県  粗輸出量  再輸出量  純輸出量 
Mymensingh 1,922,600  7,600 1,915,000
Dacca 2,475,200  1,298,100 1,177,100
Rangpur 1,155,200  800 1,154,400
Pabna 2,877,800  1,796,100 1,081,700
Tipperah 554,400  700 553,700
Rajshahi 402,300  0 402,300
Faridpur 2,073,600  1,688,400 385,200
Purania 267,200  100 267,100
Bogra 266,900  0 266,900
24-Parganas 274,400  9,700 264,700
Dinajpur 240,500  0 240,500
Coch Behar  166,200  0 166,200
Nadia 235,300  103,000 132,300
Goalpara 111,900  0 111,900
Maldah 74,000  0 74,000
Jalpaiguri 67,900  0 67,900
Bakarganj 52,500  0 52,500
Jessore 50,100  2,000 48,100
Sylhet 27,000  0 27,000
Bardman 23,200  1,200 22,000
Murshidabad 22,100  3,000 19,100
 13,340,300  4,910,700 8,429,600
ベンガルの主要なジュート輸出市場は、シラージガンジ（パブナ県）2,021,100 ﾏﾝ、ゴア
ランドー（ファリドプル県）1,658,500 ﾏﾝ、ナラヨンガンジ（ダッカ県）1,594,300 ﾏﾝ、ダ





1,792,500 ﾏﾝ、ゴアランドー1,685,200 ﾏﾝ、ナラヨンガンジ 1,294,800 ﾏﾝ、ブッドレッショ
ル 251,900 ﾏﾝ、クシュティア 99,100 ﾏﾝであった。 
 
３  ジュート袋（Gunny Bags） 
ジュート袋のベンガル域内貿易を示すデータを示す。ジュート袋には、工場製と手織と
があり、 手織ジュート袋生産は 1876 年においても下層階級の人々の重要な生計手段となっ
ていた。 ベンガル域内からコルカタに輸出された手織ジュート袋は、 17,504,500 袋であり、
供給県はディナジプル県 3,550,640 袋、 パブナ県 3,173,740 袋、 ジャルパイグリ県 764,611
袋、 ムルシダバード県 410,655 袋などであった。 このほかに、 プラニア県から 904,000 袋、




って東部インド、 北部インドに 1000 万袋近く輸出されている。 輸出先は、 カーンプル県(260




コルカタから海上輸出されたジュート袋は、 工場制 64,662,900 袋、 手織り 8,306,700 袋、
合計 72,969,600 袋であり、その他のルートを含めた輸出総量は 8,200 万袋に達した。他方
で、ジュート工場の産出量は 8,000~8,800 万袋であり、これに加えて手織り袋が 1,750 万
袋輸入されていたから、 コルカタ市内でも大量にジュート袋が消費されていたことになる。  
内陸部では、ジュート布地の取引量も相当大きい。コルカタは、226,100 反のジュート
布地を輸入した。バルドマン県クルナから 186,831 反が輸入され、残りはディナジプル県
から輸入された。1 反は 20 ヤードである。コルカタからジュート布地が 710 万ヤード海外
に輸出されたが、手織布は 10,900 ヤードのみであり、輸出は殆ど工場製品であった。 
 
４  油性種子 
油性種子は人々の生活必需品であり、 その物流額は非常に大きい。 油性種子は冬季 （10~3
月）にベンガル管区内の至る所で栽培されるが、亜麻仁種子と芥子菜種子が主要なもので
                                                  














1870-76年平均 4,077,210 1,125,404  
亜麻仁種子の輸出額は 1840 年 20 万ﾙﾋﾟｰであったが、1851 年には 25 万ﾎﾟﾝﾄﾞ30、1862
年 75 万ﾎﾟﾝﾄﾞ、 1864 年 100 万ﾎﾟﾝﾄﾞ、 1870 年 160 万ﾎﾟﾝﾄﾞと拡大を続けている。 輸出先は、
北米、英国であり、ロシア産亜麻仁種子との激しい競争を繰り広げている。米国における





これら油性種子の輸出増加の背景には、 『年次報告書（1876 年） 』は関税自由化、豊作、
インド通貨価値下落、ヨーロッパの戦争などを挙げている。 
1876 年の記録された亜麻仁種子の輸出量は、現地船 4,111,600 ﾏﾝ、蒸気船 2,900 ﾏﾝ、鉄
道 2,402,700 ﾏﾝ、道路 292,600 ﾏﾝ、計 6,809,800 ﾏﾝである。この内、コルカタが約 500 万
ﾏﾝを輸入する。 輸送手段は現地船 2,519,300 ﾏﾝ、 鉄道 2,402,900 ﾏﾝ （東インド鉄道 2,057,700
ﾏﾝ、東ベンガル鉄道 345,200 ﾏﾝ） 、道路 43,000 ﾏﾝ、蒸気船 2,800 ﾏﾝである。主要な供給県
は、パトナ県 1,046,000 ﾏﾝ、カーンプル県 487,000 ﾏﾝ、ナディア県 447,000 ﾏﾝ、サルン県




トナ県は、サルン県から 21 万ﾏﾝ、ガヤ県から 11 万ﾏﾝ、ゴラクプル県から 11 万ﾏﾝ、チャン
パラン県から 10 万ﾏﾝなど計 77 万ﾏﾝを輸入して、105 万ﾏﾝを輸出した。大市場レヴェルガ
ンジのあるサルン県は 65 万ﾏﾝを輸出するが、アワドから 42.5 万ﾏﾝを輸入している。ゴア
ランドーとクシュティアもパブナ県から芥子菜種子を輸入して、コルカタに再輸出してお
                                                  





芥子菜種子の全輸送量 5,585,900 ﾏﾝ中、 現地船が 4,005,600 ﾏﾝ （71.8%） と圧倒的大きく、









ゴアルパラからゴアランドーに 378,000 ﾏﾝ、シラージガンジに 165,000 ﾏﾝが送られ、こ
れら両市場からコルカタに再輸出された。マイマンシン県からダッカ県に 195,000 ﾏﾝ、パ











５  塩 
低地ベンガルでは、塩は政府代理人が製造し販売した。1856 年の価格は 2-8 ﾙﾋﾟｰ/ﾏﾝであ
った。1862 年に制度が改められ、Agencies を徐々に廃止し、民間企業家に塩の供給を任せ
ることが決まった。今日、ベンガルの塩消費は、オリッサと 24-パルガナを除き、全て輸入
に依存している。輸入塩への関税は、1861 年以降 3 ﾙﾋﾟｰ 4 ｱﾅ/ﾏﾝで、ほぼ全量がリヴァプー
ルからの輸入だが、その他諸国からの輸入も増えつつある。 
コルカタへの輸入量は 7,657,400 ﾏﾝ、チッタゴンへは 151,488 ﾏﾝ、その他、マドラスか
らオリッサに陸路 92,883 ﾏﾝが輸入されたので、1876 年のベンガル州への総輸入量は
7,901,771 ﾏﾝであった。民間人が免許税を支払い製造した塩がオリッサで 374,000 ﾏﾝ、24-
 34パルガナで 2~3 万ﾏﾝであったから、流通可能な塩の総量は 830 万ﾏﾝになるが、このうち、
アッサム州へ 436,600 ﾏﾝ、北西諸州とアワドへ 325,600 ﾏﾝ、ネパールへ 76,900 ﾏﾝが再輸出
された。こうしてベンガル管区内の全消費量は 750 万ﾏﾝであり、人口 62,706,774 人で割れ
ば、一人当たり年間 4.75 ｼｪｰﾙを消費したことになる。 
1875 年の塩輸入は史上最大規模であり、その結果、年末にベンガル全体の消費を 6 か月
賄える 415 万ﾏﾝという異常に大きな在庫が発生し、 1876 年度末の在庫もなお 370 万ﾏﾝと巨
大であった。1876 年には塩の鉄道輸送が顕著に増加し、これまで僅か 5 万ﾏﾝ程度であった




況に改善が見られたので、1873 年度 35,000 ﾏﾝから 74 年度 82,782 ﾏﾝ、1875 年度 116,171











主要な塩輸出市場は、 コルカタ 7,387,400 ﾏﾝ、 パトナ 616,500 ﾏﾝ、 シラージガンジ 386,400











でボンベイから72,761ﾏﾝ、 マドラスから37,579ﾏﾝ、 ビルマから43,200ﾏﾝなど、 合計154,275
 35ﾏﾝが輸入された。 コルカタへの原綿輸入総量は 625,203 ﾏﾝであり、 その価値は 125 万ﾎﾟﾝﾄﾞ
に達した。輸入原綿の内 115,066 ﾏﾝが、コルカタ近郊の綿工場で消費される。 
ベンガル州全体の原綿輸入総量は、923,900 ﾏﾝ（現地船 422,000 ﾏﾝ、鉄道 480,200 ﾏﾝ、
道路 21,700 ﾏﾝ）であり、その内で、1 万ﾏﾝ以上をベンガル州に輸出している諸県を、ベン
ガル州の域内輸出も含めて、以下に挙げておこう。北西諸州のアグラ県から 156,200 ﾏﾝ、
カーンプル県から 103,800 ﾏﾝ、 コルカタからの再輸出が 86,600 ﾏﾝ、 デリーから 70,200 ﾏﾝ、
アッサム州のゴアルパラ県から 60,500 ﾏﾝ、チッタゴン県から 51,100 ﾏﾝ、ラングプル県か
ら 45,300 ﾏﾝ、ラージプタナ藩王国から 44,800 ﾏﾝ、ミルザプル県から 35,600 ﾏﾝ、ダッカ県
から 31,800 ﾏﾝ（但し、再輸出か県内生産物かは不詳） 、ティッペラ県 30,400 ﾏﾝ、パトナ県





輸入した諸県・諸地域を示しておこう。コルカタ 470,900 ﾏﾝ、ダッカ県 107,400 ﾏﾝ、ラン
グプル県 58,400 ﾏﾝ、ファリドプル県 42,400 ﾏﾝ、パブナ県 31,200 ﾏﾝ、ムルシダバード県
22,100 ﾏﾝ、メディニプル県 21,600 ﾏﾝ、バカルガンジ県 17,000 ﾏﾝ、ムザッファルプル県
16,400 ﾏﾝ、プラニア県 14,300 ﾏﾝ、パトナ県 13,200 ﾏﾝ、ネパール 10,900 ﾏﾝである。 
コルカタに次いで綿花を輸入するのはダッカ県（107,400 ﾏﾝ）で、チッタゴン山岳地帯
から 47,700 ﾏﾝ、ティッペラ県から 29,900 ﾏﾝ、コルカタから 8,500 ﾏﾝが供給された。ラン








19 世紀後半になるとベンガル域内市場向けに大量に海外 （専ら英国） から工場製綿反物・
綿糸、 塩、 鉄道建設機材などが輸入された。 1876 年に英国から海外に輸出された綿製品 （綿
反物）の評価総額は 50,374,875 ﾎﾟﾝﾄﾞであったが、下掲表から読み取れるように、その 4
分の 1 が英領インドに向かっており、英国綿業にとって群を抜いて大きな市場を提供して
いた。中でも、コルカタへ入港した綿製品の量は巨大であり、ﾙﾋﾟｰ表示すれば、実に、
96,763,105 ﾙﾋﾟｰという莫大な金額に達した。 コルカタからの再輸出は 10,641,052 ﾙﾋﾟｰ （オ
リッサに 1,176,707 ﾙﾋﾟｰ、チッタゴンに 1,128,181 ﾙﾋﾟｰ、マドラスとボンベイに 1,064,076 
 36￡￡
英領インド 12,758,673 トルコ 4,188,074
　ベンガル 8,132,707 ブラジル 2,813,747
　ボンベイ 3,961,763 フランス 1,629,100
　マドラス 664,203 イタリア 1,349,669
中国 5,026,094 米国 1,279,106  
ﾙﾋﾟｰ、英領ビルマに 6,755,880 ﾙﾋﾟｰ、その他の港に 516,199 ﾙﾋﾟｰであった。残る 8,600 万
ﾙﾋﾟｰ相当の綿布はコルカタ市内で消費されたと考えられよう。なお、上記金額は関税申告
の数値であり、25%は過少申告されていたと思われるし、また、内陸への輸送コストなど
を加えると、入港した英国綿布の総額は 1 億 2,250 万ﾙﾋﾟｰに達したと推定される。他方、
コルカタから各地への再輸出は、物流統計により 1 億 1,500 万ﾙﾋﾟｰであるから、その輸入
額との差額は 750 万ﾙﾋﾟｰとなる。この差額の内、コルカタ市内での消費分 250 万ﾙﾋﾟｰ、フ
ーグリ、24-パルガナの域内消費分 250 万ﾙﾋﾟｰ、そして、残る 250 万ﾙﾋﾟｰ分相当はコルカタ
市内の商人の在庫相当額であると推定されている。 
一人当たり平均反物消費額（西洋人も含めて）は、コルカタでは 3.5 ﾙﾋﾟｰであり、内陸
部では 2.5 ﾙﾋﾟｰであった。コルカタでは、インド産布地は全消費量の 20%に過ぎないが、
内陸部では現地産品がなお 75~80%に達していたと思われる。コルカタとその近郊の人口
90 万人に対して、反物消費額は 315 万ﾙﾋﾟｰであり、そのうち、輸入布が 80%（252 万ﾙﾋﾟ
ｰ）と推定される。 
コルカタから内陸部への推計 1 億 500 万ﾙﾋﾟｰの英国産綿布輸出のうち、1100 万ﾙﾋﾟｰ分は
河川、道路で輸送され、残りは鉄道で運ばれた。その他に、チッタゴン，オリッサに海上
輸出された 2.5 万ﾙﾋﾟｰ分があった。6000 万ﾙﾋﾟｰ分は、ベンガル準知事の管轄域内で消費さ
れ、3000 万ﾙﾋﾟｰ分は北西諸州とアワドで、1500 万ﾙﾋﾟｰ分はパンジャーブ州その他で、消費
された。ネパールには 140 万ﾙﾋﾟｰ分が輸出された。 
県間輸出は鉄道の駅ごとの統計では捉えきれない。例えば、ナディア県は 710 万ﾙﾋﾟｰ分






布消費は一人当り平均 15 ｱﾅ１0 ﾊﾟｲとなる。1876 年、英領インド全体ではヨーロッパ綿布
の輸入額は 158,298,545 ﾙﾋﾟｰに達した。 これに過少申告や、 輸送費などの調整分として 25%
を加えると、190,000,000 ﾙﾋﾟｰを超える。インドの人口は 2 億 3900 万人だから、平均消費
額は 13 ｱﾅ 2 ﾊﾟｲとなる。従って、ベンガルの平均消費額はインド全体を多少上回る。 
ベンガル各県の平均消費額をみると、東ベンガルが高く、西ベンガルが低い。又、アッ
サム、ビハールが高く、オリッサ、チョタ  ナグプルが低い。この地域差を如何解釈すれ







況をも視野に入れた考察が必要である。ところで、 『年次報告書（1876 年） 』は、ビハール
州で平均消費量が高いのはパトナの存在によると指摘している。パトナの大量の輸入の大
きな部分はディナプル Dinapur から北西諸州へ、また、チャラゴラ Caragola とラージマ
ハルから北ベンガルへの再輸出を含むのだが、これらは物流記録システムでは捕捉されて
いない。また、西ベンガル諸県の輸入量が低いのは、ここが“the country of weavers, and 








ヨーロッパ綿反物の主要輸出市場はコルカタ 1 億 1554 万ﾙﾋﾟｰ、次いで、クシュティア
195 万ﾙﾋﾟｰ、パトナ 176 万、ゴアランドー172 万ﾙﾋﾟｰ、シラージガンジ 80 万ﾙﾋﾟｰ、ナラヨ
ンガンジ 76 万ﾙﾋﾟｰと続いている。 
 
８．ヨーロッパ綿糸（twist and yarn） 
1876 年度にコルカタに海路輸入された綿糸は 174,821 ﾏﾝ（12,237,470 ﾙﾋﾟｰ）であり、こ
のうち、160,600 ﾏﾝ（91.9%）は内陸部に再輸出された（鉄道・道路 102,700 ﾏﾝ、現地船、















注目している。それは、いかなる意味においてか？   
 
１  地域性の分析 
1876年のベンガル地方各県について、 県毎の輸出入収支バランスを示す表5を検討する。
第 4 欄、第 5 欄に注目しよう。 
1)    輸入を輸出で割った指数（輸出入比率）の数値（第 5 欄）を見ると、州レヴェルでは











２  地域性の諸要因 
  このような地域性がいかにして生じたのか？輸出入比を昇順に並べ替えた表 6 第 5 欄を
手掛かりにして、その要因を簡単に考察してみよう
32。 








                                                  
31  ダッカ県内のこうした構造については、拙稿『地域構造（III） 』を参照されたい。 

































2) 要 因 B は、輸入輸出比率を上昇させる要因群である。ここには、要因 B１：大商業中継












３  課題 
今後なされるべき課題は、ベンガル州各県の輸出入構造、農業構造、土地所有構造、人




 41付録 1：ベンガル管区内物流記録所の配置（1876） 
 
Sarun と北西州のへ運輸は Gogra 河を通るから、Durowli に特別に記録所を設け、その
他の Bihar の物流は Patna の主記録所で記録。Gogra 河沿いでは Revelganj、Gunduck 河
沿いでは Hajipur に支記録所を設けたが、 Durowli の記録所の設立により、 Revelganj の記
録所は不要となった。東に向かう Gunduck 貿易は Sahibganj で記録されるから、西に向か
う交易だけが Patna で記録された。 
 
記録所は、 Patna 記録所、 Sahibganj 記録所、 Nadia 河川の 3Toll  Stations （Jangypur、
Nadia、Kishenganj） 、Hughli 記録所（Ganges と Cal の交易の大半が通過。仏領
Chandernagar を根拠地にする阿片密輸を監視する役目も持つ。 ） 、Chilmari、Sirajganj、
Goalundo、Kushtia 記録所、Khulna 記録所（Jessore Sunderbans。Bakarganj の品物を
Calcutta に運ぶ船が通過） 、 Calcutta Canals registration （Circular or Baliaghatta canal：
Chitpur から Bamonghatta までの 12 マイルで、両端に記録所。もう一つは Tolly’s nullah
で、Khidderpur から Samookpotta 迄の 16 マイルで両端に記録所。 ） 、コルカタ港湾管理官
波止場の複数の記録所、 Medinipur の Hijli （Low） canal と High canal や Orissa の Canals
（227 マイル） 。これらにも記録所）Brahmaputra 沿いの Nasirabad（Mymensingh 県）





(iii)South-Western Frontiers and the Presidency of Madras、(iv)Northern Frontier、
including Nepal、Sikkhim、and Bhutan、(v)Assam Province、(vi)Hill Tipperah、(vii)the 
British Burmah の７つに分類された。(iii)では、Cuttack と Ganjam の間の Rumbha に記
録所を設ける。ベンガルと Nepal には多数の輸送路があり、また、国境線も長いので、運
輸記録の作成は困難である。 （i）では、Champaran、Mozaffarpur、Darbhanga、Purania
の 10 箇所に記録所が設けられ、(iv)との間では、Darjiling、Sikkim  、Jalpaiguri、Bhutan
などの国境線に１０箇所の frontier  stations（辺境記録所）が設けられ、Nepal、Sikkim、
Bhutan の各政府には記録所設置の意図を通告した。(v)の東ベンガルと Assam の間の記録
も難しいが、大半の交易は河によるから、Chilmari と Bhoyrub  Bazar に記録所が設置さ
れた。(vi)の Hill Tipperah と南東辺境地区の間には陸路の交易は存在せず、Chittagong と
British Burmah の交易も海路が大半を占める。 
 42表１  年次物流報告書のタイトルの変遷（1876~1921 年） 
IORL Call Number: V/24/4176～4200（British Library内の請求番号） 
Report on the Internal Trade of Bengal 1876-1900（シリーズ名） 
4176（1876-77）～4183（1883-84） 
Report on the Internal Trade of Bengal for the years XXXX-XX. 
4184（1884-85） 
Report on the River-borne Traffic of the Lower Provinces of Bengal and on the Inland 
Trade of Calcutta and on The Trade of Chittagong and the Orissa ports for the year 
1884-85. 
4185（1885-86）～4188（1888-89） 
Report on the River-borne Traffic of the Lower Provinces of Bengal and on the Inland 
Trade of Calcutta and on The Trade of Chittagong and the Orissa ports with Notes on 
Road Traffic for the Year XXXX-XX. 
4189（1889-90）～4190（1890-91） 
Report on the River-borne Traffic of the Lower Provinces of Bengal and on the Inland 
Trade of Calcutta and on The Trade of Chittagong and the Orissa ports  1889-90 
4191（1891-92）～4199（1899-1900） 
Report on the River-borne Traffic of the Lower Provinces of Bengal and on the Inland 
Trade of Calcutta and on The Trade of Chittagong Port for the year XXXX-XX 
4200（1900-01） 
Report on the Trade of Bengal by River and of Calcutta by all Routes in the year 
1900-01 
 
IORL Call Number: V/24/4205～4237 
The Report on the Rail-borne Traffic of Bengal, 1884~1921（シリーズ名） 
4205  Irregular 
4206（1891-92）～4214（1899-1900） 
Report on the Rail-borne Traffic of Bengal during the year XXXX-XX,   
4215（1900-01）～4226（1910-11） 
Report of the Trade carried by Rail and River in Bengal in the official yearXXXX-XX 
4227（1911-12） 
Report on the Trade carried by Rail and River in Eastern Bengal in the official year 
1911-12 
4228（1912-13）～4237（1921-22） 
Report on the Trade carried by Rail and River in Bengal in the official year XXXX-XX 
 
 43表２：　物流記録の商品一覧表（1876年）
商品番号 商品名 輸入 輸出
現地船 蒸気船 鉄道 道路 合計金額 現地船 蒸気船 鉄道 道路 合計金額













































XV 粘性ゴムと樹脂（gums and resins）　（ﾏﾝ）



























































ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾙﾋﾟｰ
Rice and paddy-
  Rice not in the husk 18280600 345500 4469500 1900200 24995800
  Rice in the husk 5903400 29800 877300 6810500
Wheat 2733000 10300 4822500 20900 7586700 15173000
Pulses and gram 4272400 65000 1124700 265100 5727200 10023000
Other food-grains 1843000 107300 314000 2264300 3963000
    Total of food-grains 33032400 420800 10553800 3377500 47384500 85961000
Jute 9178600 587900 3382400 242500 13391400 40984000
Linseed 4111600 2900 2402700 292600 6809800 27239000
Mustard 4005600 96900 1266400 217000 5585900 22344000
Other oil-seeds 903100 4000 1302500 45900 2255500 5921000
    Total of oil-seeds 9020300 103800 4971600 555500 14651200 55504000
Indigo 40950 160 115170 410 156690 31338000
Tea 12200 266900 95300 374400 29952000
Silk 14408 355 17130 37 31930 15965000
Sugar(refined) 1165700 11100 303600 104600 1585000 19020000
Ditto (unrefined) 2278900 562700 119300 2960900 11843000
Tobacco 1724100 22300 280900 113000 2140300 10701000
Raw cotton 422000 480200 21700 923900 13859000
枚枚枚枚 枚
Hides 1421200 12300 3502700 119900 5056100
Mds. Mds. Mds. Mds. Mds.
Saltpetre 337000 518400 19300 874700
ﾙﾋﾟｰ ﾙﾋﾟｰ ﾙﾋﾟｰ ﾙﾋﾟｰ ﾙﾋﾟｰ ﾙﾋﾟｰ
European piece-goods 12082100 5677200 93875600 3017600   114652500
ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ ﾏﾝ
Cotton twist (European) 62100 2900 97800 7500 170300 11921000









45List of Articles By country By river By rail By roads Total
Quantity Value
% %%%% ﾙ ﾋ ﾟ ｰ ﾙ ﾋ ﾟ ｰ %
Rice and paddy-
  Rice not in the husk 73.13 1.38 17.88 7.60 100.00 56802000 11.27
  Rice in the husk 86.68 0.00 0.44 12.88 100.00
Wheat 36.02 0.14 63.57 0.28 100.00 15173000 3.01
Pulses and gram 74.60 1.13 19.64 4.63 100.00 10023000 1.99
Other food-grains 81.39 0.00 4.74 13.87 100.00 3963000 0.79
    Total of food-grains 69.71 0.89 22.27 7.13 100.00 85961000 85961000 17.05
Jute 68.54 4.39 25.26 1.81 100.00 40984000 40984000 8.13
Linseed 60.38 0.04 35.28 4.30 100.00 27239000 5.40
Mustard 71.71 1.73 22.67 3.88 100.00 22344000 4.43
Other oil-seeds 40.04 0.18 57.75 2.04 100.00 5921000 1.17
    Total of oil-seeds 61.57 0.71 33.93 3.79 100.00 55504000 55504000 11.01
Indigo 26.13 0.10 73.50 0.26 100.00 31338000 31338000 6.22
Tea 3.26 71.29 25.45 0.00 100.00 29952000 29952000 5.94
Silk 45.12 1.11 53.65 0.12 100.00 15965000 15965000 3.17
Sugar(refined) 73.55 0.70 19.15 6.60 100.00 19020000 19020000 3.77
Ditto (unrefined) 76.97 0.00 19.00 4.03 100.00 11843000 11843000 2.35
Tobacco 80.55 1.04 13.12 5.28 100.00 10701000 10701000 2.12
Raw cotton 45.68 0.00 51.98 2.35 100.00 13859000 13859000 2.75
% %%%%  
Hides 28.11 0.24 69.28 2.37 100.00 10112200 10112200 2.01
% %%%%  
Saltpetre 38.53 0.00 59.27 2.21 100.00 5248200 5248200 1.04
% %%%%  
European piece-goods 10.54 4.95 81.88 2.63 100.00 114652500 114652500 22.74
% %%%%  
Cotton twist (European) 36.47 1.70 57.43 4.40 100.00 11921000 11921000 2.36
Salt 70.33 1.15 25.29 3.23 100.00 47153000 47153000 9.35
Grand Total 504213900 100.00
表４：主要商品（物量と金額）と輸送手段　（％表示）
46輸出 輸入 出超 輸入/輸出
金額（ﾙﾋﾟｰ） 金額（ﾙﾋﾟｰ）
Bengal
Bardman 10732271 6368225 4364046 0.59
Birbhum 2353810 1202000 1151810 0.51
Medinipur 10963175 6840133 4123042 0.62
Hugli 12929285 7251856 5677429 0.56
24-Parganas 16445309 5942144 10503165 0.36
Nadia 22015300 20778600 1236700 0.94
Jessore 12175110 6758342 5416768 0.56
Murshidabad 10201424 7399066 2802358 0.73
Dinajpur 4803710 815818 3987892 0.17
Maldah 3216167 2756807 459360 0.86
Rajshahi 9078551 4397998 4680553 0.48
Rangpur 9324421 4800465 4523956 0.51
Bogra 2474798 859908 1614890 0.35
Pabna 22052773 23245900 -1193127 1.05
Jalpaiguri 1760446 421188 1339258 0.24
Cooch Bihar 1526834 558372 968462 0.37
Dacca 19441945 32457100 -13015155 1.67
Faridpur 19490440 23436480 -3946040 1.20
Backarganj 10978484 8231597 2746887 0.75
Mymensingh 13255630 8358033 4897597 0.63
Tipperah 6062043 1707402 4354641 0.28
Chittagong 3316359 4422781 -1106422 1.33
Noakhali 2496489 872040 1624449 0.35
  
Bihar   
Patna 36222400 44651000 -8428600 1.23
Shahabad 3289540 4145479 -855939 1.26
Mozuffarpur 7921087 6767347 1153740 0.85
Darbhanga 3217160 2495450 721710 0.78
Sarun 10166038 9570371 595667 0.94
Chumparan 5438007 1390248 4047759 0.26
Monghyr 4307584 3145763 1161821 0.73
Bhagalpur 5215086 4035668 1179418 0.77
Purania 4962769 6462808 -1500039 1.30
Sontal Parganas 4907655 4985149 -77494 1.02
  
Orissa   
Balasore 4021295 3435884 585411 0.85
Cuutack 2917394 1188059 1729335 0.41




47輸出 輸入 出超 輸入/輸出
金額（ﾙﾋﾟｰ） 金額（ﾙﾋﾟｰ） （昇順）
Bengal
Dinaｊpur 4803710 815818 3987892 0.17
Jalpaiguri 1760446 421188 1339258 0.24
Tipperah 6062043 1707402 4354641 0.28
Bogra 2474798 859908 1614890 0.35
Noakhali 2496489 872040 1624449 0.35
24-Parganas 16445309 5942144 10503165 0.36
Cooch Bihar 1526834 558372 968462 0.37
Rajshahi 9078551 4397998 4680553 0.48
Bribhum 2353810 1202000 1151810 0.51
rangpur 9324421 4800465 4523956 0.51
Jessore 12175110 6758342 5416768 0.56
Hugli 12929285 7251856 5677429 0.56
Bardman 10732271 6368225 4364046 0.59
Medninipur 10963175 6840133 4123042 0.62
Mymensingh 13255630 8358033 4897597 0.63
Murshidabad 10201424 7399066 2802358 0.73
Bakarganj 10978484 8231597 2746887 0.75
Maldah 3216167 2756807 459360 0.86
Nadia 22015300 20778600 1236700 0.94
Pabna 22052773 23245900 -1193127 1.05
Faridpur 19490440 23436480 -3946040 1.20
Chittagong 3316359 4422781 -1106422 1.33
Dacca 19441945 32457100 -13015155 1.67
  
Behar   
Champaran 5438007 1390248 4047759 0.26
Monghyr 4307584 3145763 1161821 0.73
Bhagalpur 5215086 4035668 1179418 0.77
Darbhanga 3217160 2495450 721710 0.78
Mozuffarpur 7921087 6767347 1153740 0.85
Sarun 10166038 9570371 595667 0.94
Sontal Parganas 4907655 4985149 -77494 1.02
Patna 36222400 44651000 -8428600 1.23
Shahabad 3289540 4145479 -855939 1.26
Purania 4962769 6462808 -1500039 1.30
  
Orissa   
Puri 732570 101274 631296 0.14
Cuutack 2917394 1188059 1729335 0.41
Balasore 4021295 3435884 585411 0.85
表6：　県別輸出入比（昇順）
District
48